
収入計算書の記入要領

収入計算書に関する考え方

令和元年度（前年度）を固める。

【収入】

自分の収入（アルバイト・定職）はいくらか？

父母等の家計からの支出はいくらか？

奨学金を1年間でいくら借りているか？

【支出】

父母から出してもらっている経費はいくらか？

自分で負担している経費はいくらか？

採用後にマイナンバーの提出があるので、
アルバイト収入等は正確に記入する。

令和２年度の収入を考える。

【変更がない場合】

令和元年度と同様に収支を計算し、計算書に記入する。

【変更がある場合】

アルバイト・勤務先の変更により収入額を変更して計
算書に記入する。



収入に関する証明書類を用意する

給与所得の場合、源泉徴収票（令和元年）を準備
※令和２年１月に発行されています。

源泉徴収票の再発行等は時間がかかります。
紛失された方は、早めに勤務先に依頼しましょう。

学生本人に代わって、父母等の家計から支出され
た金額も計算すること。（授業料等）

令和元年度に奨学金を受けていた学生は金額を記
載し、金額を証明できる書類を提出してください。
（返還確認票等）



本人が父母からの給付を受けた金額及び父母が本人に代わって直接支払っ
た金額（本人のための使用した金額を含む）の全てを記入してください。

自宅外通学者・4人家族の例
【日常生活費】
「食費」 月50,000円÷4人＝12,500円
「住居費」月12,000円÷4人＝30,000円
「光熱費」月10,000円÷4人＝2,500円

月の合計 45,000円

【授業料】年間850,000円のうち、450,000円を
父母から給付され、残りは自分で支払う場合

【通学費】 月10,000円

【小遣い・その他】 月15,000円





本年見込用（表）

前年の収入金額に対して変
動する方は、収入計算書の
本年見込用（表）の記入が
必要となります。
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